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２
０
１
７
年
度
で
４
・
５
兆
円
を
超
え
た

急
成
長
を
続
け
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
外
国
人
の

日
本
国
内
で
の
観
光
消
費
額
は
、
依
然
20
兆

円
程
度
あ
る
日
本
人
の
国
内
観
光
消
費
額
と

比
べ
れ
ば
ま
だ
絶
対
規
模
は
小
さ
く
見
え
ま

す
が
、
外
貨
を
獲
得
し
国
富
を
増
や
す
と
い

う
意
味
で
輸
出
産
業
で
あ
り
、
国
内
の
富
の

移
転
に
す
ぎ
な
い
日
本
人
向
け
観
光
と
根
本

的
な
経
済
効
果
の
意
義
が
異
な
り
ま
す
。
日

本
国
内
地
方
自
治
体
レ
ベ
ル
で
輸
出
産
業
と

し
て
外
貨
獲
得
が
で
き
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客

を
誘
致
し
そ
の
観
光
消
費
で
地
方
創
生
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
観
光
地
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
を
担
当
す
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
重
要
と
な
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
格
的
な
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が

存
在
し
な
い
日
本
で
は
、そ
の
役
割
や
統
治
・

管
理
手
法
や
資
金
調
達
方
法
に
つ
い
て
の
議

論
は
ま
だ
未
発
展
で
、「
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
の

議
論
に
お
い
て
は
ま
さ
に
そ
こ
が
欠
如
し
て

い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

　

こ
の
章
の
目
的
は
、
40
年
先
行
し
、
成
功

特
集

5

導
入
及
び
論
文
の
目
的

1.

ケネディスペースセンター

持
続
性
の
あ
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
構
築
の
鍵
と
な
る

資
金
繰
り
確
保
の
手
法
に
つ
い
て

セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ロ
リ
ダ
大
学
ロ
ー
ゼ
ン
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
経
営
学
部　

テ
ニ
ュ
ア
付
准
教
授

一
橋
大
学
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
経
営
Ｍ
Ｂ
Ａ
特
任
教
授
、
京
都
大
学
観
光
Ｍ
Ｂ
Ａ　

客
員
准
教
授

裏
に
機
能
し
て
い
る
米
国
最
大
の
訪
問
客
数

を
誇
る
フ
ロ
リ
ダ
州
オ
ー
ラ
ン
ド
地
区
（
行

政
区
域
は
同
州
オ
レ
ン
ジ
郡
）
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の

運
転
資
金
と
観
光
の
公
共
イ
ン
フ
ラ
の
双
方

を
地
元
居
住
者
の
税
負
担
無
し
に
、
観
光
産

業
で
生
ま
れ
る
消
費
活
動
で
賄
っ
て
い
る
か

に
つ
い
て
説
明
す
る
事
で
「
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」

の
役
割
や
統
治
・
管
理
手
法
や
資
金
調
達
方

法
に
つ
い
て
、
よ
り
持
続
性
の
あ
る
手
法
の

議
論
を
啓
蒙
す
る
事
で
す
。

　

フ
ロ
リ
ダ
州
は
19
世
紀
後
半
に
半
島
の
臨

海
部
に
鉄
道
が
敷
設
さ
れ
、
臨
海
部
が
人
口

と
富
の
集
中
す
る
米
国
北
東
部
居
住
者
の
避

Ｄ
Ｍ
Ｏ
と

国
際
会
議
場
設
立
の

歴
史
的
経
緯

2.

原 

忠
之

全
米
最
大
集
客
地
に
お
け
る

地
方
特
別
税『
観
光
客
開
発
税
』制
度
と
そ
の
運
用
に
つ
い
て
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光
客
開
発
税
」
と
い
う
名
称
の
ホ
テ
ル
税
を

導
入
し
ホ
テ
ル
業
界
が
宿
泊
客
か
ら
代
理
徴

税
す
る
の
で
、
そ
の
税
収
を
（
１
）、（
２
）
実

現
の
為
の
持
続
的
な
使
途
限
定
の
自
主
財
源

と
し
て
確
保
し
て
ほ
し
い
。」

　

全
米
最
高
数
の
訪
問
客
を
受
け
入
れ
る

オ
ー
ラ
ン
ド
（
オ
レ
ン
ジ
郡
）で
の
地
方
特
別

税
で
あ
る
「
観
光
客
開
発
税
（
俗
称
：
宿
泊

税
）」
導
入
経
緯
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

•
季
節
性
の
高
い
家
族
観
光
客
で
な
く
、
年

中
誘
致
可
能
な
新
し
い
セ
グ
メ
ン
ト
で
あ

る
会
議
・
展
示
場
出
席
客
開
拓
の
た
め
の

新
設
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
持
続
的
な
運
転
資
金
確
保

•
地
元
観
光
産
業
発
展
に
有
益
だ
が
巨
額

設
備
投
資
が
必
要
な
観
光
公
共
イ
ン
フ
ラ

で
あ
る
国
際
会
議
場
の
開
発
又
は
元
利
金

返
済
資
金
と
し
て
一
般
財
源
以
外
の
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
確
保

•
地
元
観
光
産
業
へ
の
経
済
効
果
は
大
き
い

が
、
単
体
の
財
務
諸
表
で
は
運
営
赤
字
と

な
る
可
能
性
の
高
い
観
光
公
共
イ
ン
フ
ラ

で
あ
る
国
際
会
議
場
・
展
示
場
へ
の
赤
字

運
転
資
金
補
填
財
源
を
一
般
財
源
以
外
の

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
か
ら
確
保
、

•
地
方
特
別
税
導
入
経
緯
が
、
地
元
政
府
か

ら
で
な
く
、
地
元
産
業
界
か
ら
の
陳
情
で

あ
る
経
緯
、
つ
ま
り
、
な
い
物
ね
だ
り
の

陳
情
で
な
く
、
業
界
側
が
持
続
的
財
源
と

し
て
地
方
特
別
税
制
度
導
入
を
提
案
し

た
点
、

　

と
言
え
ま
す
。
当
地
の
地
方
特
別
税
で
あ

る
「
観
光
客
開
発
税
」
は
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
か

ら
５
年
後
の
１
９
７
８
年
に
導
入
さ
れ
、
40

年
間
成
功
裏
に
持
続
的
な
郡
の
自
主
財
源
と

し
て
の
税
収
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
も
う
少

し
以
下
に
詳
細
を
説
明
し
ま
す
。

　

観
光
イ
ン
フ
ラ
の
建
設
に
お
い
て
は
、
地

元
政
府
が
一
般
財
源
と
し
て
資
金
を
出
し
、

域
外
か
ら
企
業
を
誘
致
す
る
こ
と
で
雇
用
が

生
ま
れ
、
そ
し
て
売
り
上
げ
が
増
え
る
と
い

う
流
れ
が
一
般
的
で
す
。
し
か
し
、
特
に
国
際

会
議
場
の
場
合
で
は
、
周
辺
の
ホ
テ
ル
や
レ

ス
ト
ラ
ン
、
タ
ク
シ
ー
、
バ
ス
会
社
な
ど
は
黒

字
で
あ
っ
て
も
、
本
体
の
運
営
は
赤
字
に
な

る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
圧
倒
的
で
す
。

　

そ
の
対
応
と
し
て
年
間
71
百
万
人

（
２
０
１
７
年
度
）
と
い
う
全
米
一
の
訪
問
客

が
来
訪
す
る
フ
ロ
リ
ダ
州
オ
ー
ラ
ン
ド
で

は
、
ま
ず
地
方
債
を
発
行
し
て
広
く
域
外
の

投
資
家
か
ら
資
金
を
集
め
、
そ
の
資
金
で
観

光
イ
ン
フ
ラ
（
国
際
会
議
場
・
展
示
場
）
を

建
設
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ

て
消
費
単
価
の
高
い
人
が
集
ま
り
、
各
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
で
の
売
り
上
げ
が
増
え
る

こ
と
で
雇
用
も
生
ま
れ
ま
す
。そ
の
際
、オ
ー

ラ
ン
ド
で
は
６
％
の
ホ
テ
ル
宿
泊
税
（
現
地

で
は
「
観
光
客
開
発
税
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
）

を
宿
泊
客
か
ら
徴
収
し
ま
す
。
こ
れ
を
一
般

財
源
で
な
く
、
特
定
の
使
途
で
し
か
使
え
な

い
「
特
別
勘
定
：Escrow

 A
ccou

nt

」
に

入
れ
ま
す
。
そ
の
税
収
の
使
途
を
「
地
方
債

の
元
利
償
還
」及
び
「
観
光
地
の
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
（
つ
ま
り
は
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
運
転
資
金
）」
に

限
定
す
る
た
め
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
地
方
債
に
関
し
て
は
地
方
政

府
が
補
償
を
し
な
い
の
で
、
地
方
政
府
の
バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
負
債
側
に
偶
発
債
務
と
し

て
載
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ひ
と
言
で
言

寒
地
・
退
職
後
の
居
住
地
と
し
て
発
展
し
た

た
め
に
、
開
発
の
遅
れ
た
半
島
中
心
部
に
目

を
付
け
た
デ
ィ
ズ
ニ
ー
が
山
手
線
内
部
面
積

に
匹
敵
す
る
ワ
ニ
の
す
む
湿
地
帯
が
多
い
土

地
を
買
収
、
１
９
７
１
年
に
ウ
ォ
ル
ト
デ
ィ

ズ
ニ
ー
ワ
ー
ル
ド
を
開
業
し
た
こ
と
で
、
突

如
ホ
テ
ル
開
発
ブ
ー
ム
が
訪
れ
、
季
節
性
は

あ
る
が
、
小
中
高
校
が
休
み
の
時
期
に
は
ホ

テ
ル
業
界
を
中
心
と
す
る
地
元
観
光
産
業
に

大
き
な
恩
恵
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

１
９
７
３
年
10
月
に
第
四
次
中
東
戦
争
勃
発

に
よ
り
ア
ラ
ブ
側
が
Ｏ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
に
よ
る
原

油
輸
出
停
止
措
置
を
と
っ
た
事
で
原
油
価
格

は
半
年
で
４
倍
と
な
り
、
オ
ー
ラ
ン
ド
に
自

動
車
で
来
訪
し
て
い
た
観
光
客
を
直
撃
、
地

元
ホ
テ
ル
業
界
は
突
如
苦
境
に
陥
り
ま
す
。

そ
こ
で
地
元
ホ
テ
ル
業
界
が
一
致
し
て
、
地

元
政
府
（
フ
ロ
リ
ダ
州
オ
レ
ン
ジ
郡
）に
以
下

の
陳
情
を
し
ま
し
た
。

　
「
こ
の
ま
ま
で
は
ホ
テ
ル
業
界
は
苦
境
。
季

節
性
の
あ
る
レ
ジ
ャ
ー
客
以
外
の
セ
グ
メ
ン

ト
が
必
要
な
の
で
、
会
議
・
展
示
会
出
席
者

を
誘
致
し
て
欲
し
い
。
そ
の
た
め
に
（
１
）
国

際
会
議
・
展
示
場
を
建
設
し
て
（
２
）
新
し

い
セ
グ
メ
ン
ト
を
呼
び
寄
せ
る
た
め
に
Ｄ
Ｍ

Ｏ
を
設
立
し
観
光
地
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
実

施
し
て
ほ
し
い
。
但
し
財
源
が
無
い
と
無
理

だ
ろ
う
か
ら
、（
３
）地
方
特
別
税
と
し
て「
観

基
本
的
な
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
枠
組
み
と
そ
の
優
位
性

3.

オレンジカウンティ・コンベンションセンター
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表●2015と2016年のオーランドＤＭＯの年間損益計算書1

え
ば
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
（
ノ
ン

リ
コ
ー
ス
）
の
資
金
調
達
手
法
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
地
方
債
も
世

界
的
に
名
声
の
あ
る
フ
ィ
ッ
チ
と
Ｓ
＆
Ｐ
と

い
う
格
付
け
機
関
に
よ
っ
て
し
っ
か
り
格
付

け
さ
れ
る
た
め
、
世
界
の
機
関
投
資
家
は
安

心
し
て
投
資
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
観
光

産
業
で
も
、
し
っ
か
り
と
資
本
主
義
の
コ
ア

概
念
の
ル
ー
ル
で
あ
る
米
国
型
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
手
法
を
研
究
す
れ
ば
、
地
方
政
府
の
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
（
つ
ま
り
納
税
者
・
居
住
者
）

に
負
担
を
掛
け
ず
に
将
来
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ

ロ
ー
（
宿
泊
税
収
）
を
担
保
に
し
て
必
要
最

低
限
の
観
光
公
共
イ
ン
フ
ラ
開
発
資
金
を
投

資
家
か
ら
調
達
出
来
て
、
自
助
努
力
で
地
方

創
生
を
実
現
出
来
る
と
い
う
事
例
で
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
は
日
本
で
は
少
し
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
本
気
で
地
方

創
生
を
財
政
側
か
ら
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に

は
、
米
国
国
内
で
行
っ
て
い
る
「
地
方
債
受

取
利
息
分
へ
の
所
得
税
免
税
」
を
中
央
政
府

と
税
務
当
局
が
新
制
度
と
し
て
確
立
す
る

と
、
地
方
債
発
行
体
で
あ
る
地
方
政
府
は
、

同
様
の
格
付
け
評
価
の
債
券
に
対
し
税
率

分
表
面
利
率
を
下
げ
て
有
利
な
資
金
調
達

が
可
能
と
な
り
、
そ
の
分
観
光
の
公
共
イ
ン

フ
ラ
運
営
で
の
損
益
分
岐
点
比
率
が
下
が
り

ま
す
。

　

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
財
務
内
容
を
見
る
前
に
、
自
主

財
源
で
あ
る
「
観
光
客
開
発
税
」
を
俯
瞰
し

ま
す
。

　

人
口
１
３
０
万
人
、
ホ
テ
ル
客
室
数

約
９
万
室
の
オ
ー
ラ
ン
ド
（
オ
レ
ン
ジ

郡
）
の
場
合
、
６
％
の
ホ
テ
ル
宿
泊
税
に

よ
っ
て
、
２
０
１
５
年
に
約
２
４
９
億

円
（
＄
２
２
６
百
万
ド
ル
、
以
下
為
替
は

１
１
０
円
＝
＄
１
を
使
用
）、
最
新
財
務

年
度
の
２
０
１
７
年
に
約
２
７
９
億
円

（
＄
２
５
４
百
万
ド
ル
）
の
地
方
特
別
税
収
を

得
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
人
口
１
３
０
０
万

人
、
ホ
テ
ル
客
室
数
（
10
万
２
０
０
０
室
）
の

東
京
都
の
宿
泊
税
は
２
０
１
５
年
で
約
21
億

円
で
し
た
。
何
故
、
人
口
10
分
の
１
の
オ
ー

Ｄ
Ｍ
Ｏ
財
務
内
容
と
基
本
的
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
モ
デ
ル
の
俯
瞰

4.

Year Ended December 31, 2016 2015

Support, revenues and gains:

Tourist development tax funding (Note 6) $ 51,051,643 $ 49,270,425

Global marketing 5,972,501 5,987,081

Convention sales and marketing 2,092,372 1,819,304

Destination meeting services 1,055,089 1,162,976

Visitor services 17,059,889 14,538,949

Member services 3,400,199 3,179,412

Investment income (loss) (Note 2) 123,343 (12,971)

Other 51,483 65,258

Total support, revenues and gains 80,806,519 76,010,434

Program expenses:

Global marketing 38,971,999 37,062,611

Convention sales and marketing 11,447,358 11,443,002

Destination meeting services 2,034,920 2,125,281

Visitor services 17,140,624 14,521,145

Member services 1,891,885 1,514,991

Sports marketing 500,000 500,000

Public relations 3,336,521 3,490,809

Research 1,868,750 1,714,441

Total program expenses 77,192,057 72,372,250

Supporting services:

Management and general administration 4,015,593 3,941,203

Total expenses 81,207,650 76,313,453

Change in unrestricted net assets (401,131) (303,019)

Unrestricted net assets, beginning of year 16,600,887 16,903,906

Unrestricted net assets, end of year $ 16,199,756 $ 16,600,887

資料：�Orlando / Orange County Convention & Visitors Bureau, Inc. d.b.a. Visit Orlando  
Financial Statements, Years Ended December 31, 2016 and 2015

Orlando / Orange County Convention & Visitors Bureau, Inc.
d. b. a. Visit Orlando

Statements of Activities
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と
思
い
ま
す
。

　

オ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
地
方
特
別
税
で
あ
る

観
光
客
開
発
税
（
ホ
テ
ル
税
）
の
使
途
は
、
現

在
は
約
40
％
が
観
光
イ
ン
フ
ラ
開
発
に
起
債

し
た
地
方
債
元
利
返
済
で
あ
り
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と

の
年
間
請
負
契
約
が
約
20
％
と
な
り
ま
す
。

Ｄ
Ｍ
Ｏ
側
の
収
支
を
見
る
と（
表
１
）、
地
方

特
別
税
収
を
ベ
ー
ス
と
し
た
請
負
契
約
収
入

は
約
３
分
の
２
で
、
残
り
の
３
分
の
１
は
Ｄ

Ｍ
Ｏ
自
身
が
稼
い
で
い
ま
す
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
支

出
側
は
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ（
注
）
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
等
に
約
25
％
を
使
っ
て
い
ま
す
。

　

本
件
に
つ
い
て
は
、
過
去
10
年
程
度
、
機

会
あ
る
た
び
に
説
明
し
て
お
り
、
２
０
１
８

年
度
開
始
の
一
橋
大
学
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
経

営
Ｍ
Ｂ
Ａ
、
京
都
大
学
観
光
Ｍ
Ｂ
Ａ
の
集
中

講
義
で
も
詳
細
に
説
明
し
ま
し
た
が
、
そ
れ

故
に
、
日
本
で
誤
解
を
受
け
や
す
い
部
分
が

ど
こ
か
を
理
解
す
る
に
至
っ
て
い
ま
す
の
で
、

以
下
に
そ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。

❶
宿
泊
税
納
税
者
は
宿
泊
業
界
で
は
な
い

　

日
本
で
誤
解
を
す
る
人
が
お
ら
れ
ま
す

が
、
ホ
テ
ル
税
を
払
う
の
は
宿
泊
客
で
あ
り
、

ホ
テ
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ホ
テ
ル
は
地
元

政
府
の
た
め
に
宿
泊
客
か
ら
ホ
テ
ル
税
を
代

理
徴
税
す
る
の
が
役
目
で
す
。
ま
た
ホ
テ
ル

単
体
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
に
組
織
的
に
宣
伝

を
す
る
の
は
営
業
経
費
に
対
す
る
検
証
可

能
な
成
果
と
い
う
点
で
非
効
率
で
す
が
、
地

域
の
ホ
テ
ル
や
観
光
業
界
全
体
の
た
め
に
そ

の
地
域
全
体
へ
の
訪
問
客
を
増
や
す
と
い
う

重
要
な
業
務
の
た
め
に
は
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
活
動
が
鍵
に
な
り
ま
す
。
日
本
国

内
で
宿
泊
税
を
導
入
す
る
際
に
、
こ
う
し
た

基
本
的
な
部
分
（
１
９
７
８
年
か
ら
成
功
裏

に
運
営
さ
れ
て
い
る
オ
ー
ラ
ン
ド
観
光
客
開

発
税
導
入
時
の
経
緯
等
）
を
最
大
の
恩
恵
者

と
な
る
地
域
ホ
テ
ル
協
会
・
業
界
と
地
方
自

治
体
が
事
前
に
勉
強
し
て
い
れ
ば
、
恩
恵
を

受
け
る
ホ
テ
ル
業
界
が
反
対
す
る
事
は
あ

り
得
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。
価
格
の
弾
力
性

（P
rice elasticity

） 

を
持
ち
出
し
て
、
需

要
に
下
降
圧
力
が
か
か
る
と
デ
ー
タ
無
し
に

主
張
す
る
人
も
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、

世
界
的
に
は
消
費
税
と
宿
泊
税
合
計
で
10
～

15
％
程
度
の
課
税
は
当
た
り
前
の
都
市
が
多

く
、
そ
の
仮
定
の
議
論
が
実
際
上
は
当
て
は

ま
ら
な
い
の
は
、
観
光
地
そ
の
も
の
は
観
光

消
費
者
か
ら
見
て
、
ま
だ
コ
モ
デ
テ
ィ
化
し

て
い
な
い
か
ら
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

❷
Ｄ
Ｍ
Ｏ
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
、Ｉ
Ｒ
の
関
係

　

日
本
の
場
合
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
話
を
し
て
も
Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
い
う
言
葉
は
ほ
と
ん
ど
出
て
き
ま

せ
ん
。一
方
ア
メ
リ
カ
で
は
、
レ
ジ
ャ
ー
客
の

季
節
性
変
動
が
激
し
い
た
め
、「
季
節
性
と
関

係
の
な
い
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
関
連
客
を
連
れ
て
き
て

ほ
し
い
。
そ
の
た
め
な
ら
Ｄ
Ｍ
Ｏ
運
転
資
金

と
国
際
会
議
場
建
設
資
金
の
財
源
と
し
て
地

方
特
別
税
を
導
入
し
て
も
か
ま
わ
な
い
」
と

観
光
業
界
が
地
方
政
府
に
陳
情
し
た
こ
と
で

ホ
テ
ル
税
が
生
ま
れ
て
資
金
繰
り
の
目
途
の

あ
る
持
続
可
能
な
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
誕
生
し
た
と
い

う
経
緯
を
冒
頭
に
説
明
し
ま
し
た
。
こ
こ
が

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
、
地
方
特
別
税
（
＝
ホ

テ
ル
宿
泊
税
）
は
新
し
い
客
層
を
得
る
と
い

う
目
的
の
た
め
に
、
地
元
の
宿
泊
業
界
が
観

光
客
か
ら
地
方
政
府
の
た
め
に
代
理
徴
税
し

て
い
る
税
金
な
の
で
す
。
そ
の
代
わ
り
、
観

光
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
国
際
会
議
場
の
建
設
資

金
や
そ
の
元
利
金
支
払
い
に
そ
の
税
収
を
利

用
す
る
ほ
か
、
ホ
テ
ル
業
界
が
地
元
政
府
に

「
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
つ
く
っ
て
新
し
い
会
議
客
・
展
示

会
参
加
者
（
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
関
連
客
）
を
呼
ん
で

く
だ
さ
い
。
そ
う
し
て
地
元
観
光
産
業
と
住

ラ
ン
ド
で
10
倍
以
上
の
税
額
を
成
功
裏
に
徴

税
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
最
高
級

ホ
テ
ル
の
宿
泊
者
に
一
泊
８
万
円
の
請
求
書

が
発
行
さ
れ
る
場
合
、
オ
ー
ラ
ン
ド
で
は
ホ

テ
ル
税
と
し
て
４
８
０
０
円
の
税
収
が
入
り

ま
す
。
一
方
、
東
京
都
の
宿
泊
税
は
１
万
円

未
満
は
無
税
、
１
万
円
以
上
１
万
５
０
０
０

円
未
満
は
１
０
０
円
で
、
１
万
５
０
０
０
円

以
上
は
一
律
２
０
０
円
と
な
る
た
め
、
こ
の

場
合
は
２
０
０
円
に
な
り
ま
す
。
ホ
テ
ル
税

を
東
京
都
の
よ
う
に
固
定
額
で
徴
収
す
る
の

か
、
オ
ー
ラ
ン
ド
の
よ
う
に
請
求
額
に
％
を

掛
け
て
税
額
を
計
算
す
る
か
の
差
が
、
オ
ー

ラ
ン
ド
の
２
７
９
億
円
と
東
京
都
の
21
億

円
の
違
い
と
な
っ
て
現
れ
る
わ
け
で
す
。
観

光
立
国
の
次
の
ス
テ
ー
ジ
で
あ
る
８
兆
円
、

15
兆
円
と
い
う
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
年
間
総
消

費
額
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
本
格
的
な
Ｄ

Ｍ
Ｏ
導
入
に
よ
る
実
質
的
な
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
必
須
で
す
が
、

少
子
化
高
齢
化
に
よ
り
税
収
増
加
シ
ナ
リ
オ

が
描
き
に
く
く
持
続
性
が
不
安
定
な
一
般
財

源
か
ら
数
億
円
程
度
の
年
間
予
算
を
配
分
し

て
貰
う
モ
デ
ル
は
、
日
本
人
向
け
セ
ー
ル
ス

活
動
が
主
体
の
観
光
協
会
モ
デ
ル
の
延
長
線

で
あ
り
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
個
人
旅
行
客
）
中
心
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
客
に
そ
の
程
度
の
額
で
本
当
に

効
果
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
実
施
は
困
難
だ

日
本
で
あ
り
が
ち
な
誤
解
に
対
す
る
説
明

5.
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民
に
広
く
経
済
的
恩
恵
を
広
げ
て
下
さ
い
」

と
な
る
わ
け
で
す
。
産
業
と
し
て
の
観
光
消

費
活
動
に
課
税
し
て
、
そ
の
地
方
特
別
税
は
、

観
光
奨
励
と
観
光
イ
ン
フ
ラ
開
発
・
返
済
資

金
と
い
う
目
的
に
限
定
し
、
か
つ
地
元
政
府

の
一
般
財
源
に
入
れ
た
い
と
い
う
誘
惑
に
乗

ら
な
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
き
ち
ん
と
制
度

化
す
る
点
が
重
要
で
す
（
一
般
財
源
化
す
る

と
、
産
業
育
成
に
よ
る
地
方
創
生
と
い
う
目

的
は
即
崩
壊
し
ま
す
。
日
本
は
入
湯
税
で
こ

の
苦
い
経
験
を
し
て
い
る
宿
泊
産
業
者
が
多

い
よ
う
に
見
え
ま
す
）。
こ
の
あ
た
り
の
全
体

像
が
わ
か
る
と
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
中
に
な
ぜ
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
の
予
算
が
含
ま
れ
て
い
る
か
が
理
解
で

き
ま
す
。

　

ま
た
全
体
売
上
高
の
過
半
数
を
カ
ジ
ノ
以

外
の
運
営
で
計
上
す
る
で
あ
ろ
う
大
型
Ｉ
Ｒ

（Integrated
 R

esort:

カ
ジ
ノ
付
総
合
型

リ
ゾ
ー
ト
施
設
）
に
お
い
て
も
単
体
の
Ｉ
Ｒ

運
営
者
が
自
社
組
織
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を

行
う
よ
り
も
、
そ
の
地
域
全
体
で
地
方
創
生

を
図
る
と
い
う
本
来
の
意
図
の
た
め
に
は
、

地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
そ
の
Ｉ
Ｒ
の
あ
る
地
域
全
体

を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

の
で
、
何
故
に
Ｉ
Ｒ
や
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
議
論
で

Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
そ
の
運
転
資
金
源
と
な
る
持
続
性

あ
る
地
方
特
別
税
、
ホ
テ
ル
税
の
話
題
が
出

な
い
の
か
が
２
０
１
８
年
現
在
の
日
本
の
不

思
議
な
状
況
に
見
え
ま
す
。

❸
観
光
を
何
故
奨
励
す
る
の
か
の
組
織

使
命
・
目
的
明
文
化
の
欠
如

　

ア
メ
リ
カ
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
は
、「
地
域
の
経

済
的
恩
恵
」、
つ
ま
り
「
地
域
に
住
ん
で
い
る

人
々
の
生
活
水
準
を
維
持
お
よ
び
向
上
す
る

こ
と
」
を
共
通
の
目
的
と
し
て
お
り
、
そ
れ
に

は
「
地
元
企
業
が
観
光
消
費
を
受
け
て
利
益

を
出
す
こ
と
が
必
要
だ
」
と
い
う
考
え
方
は

絶
対
に
ぶ
れ
ま
せ
ん
。

　

一
歩
下
が
っ
て
議
論
す
る
な
ら
ば
、
米

国
で
の
営
利
企
業
の
目
的
は
、
企
業
金
融

（C
orporate F

inance

）
教
科
書
の
第
一
章

に
は
「
当
期
利
益
最
大
化
に
よ
る
株
主
価
値

最
大
化
」
で
あ
る
一
方
、
政
府
の
目
的
は
「
納

税
者
の
生
活
水
準
の
質
の
維
持
又
は
向
上
」

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
域
外
か
ら
資
金
を

域
内
に
持
ち
込
む
輸
出
奨
励
が
手
段
で
、
観

光
奨
励
は
ま
さ
に
輸
出
産
業
と
し
て
の
資
金

獲
得
の
た
め
に
行
う
と
明
記
さ
れ
、
そ
れ
が

民
間
非
営
利
団
体
で
あ
る
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
や

オ
ー
ラ
ン
ド
で
は
郡
の
子
会
社
扱
い
で
あ
る

国
際
会
議
場
の
組
織
使
命
に
も
明
記
さ
れ

て
、
そ
れ
が
ブ
レ
な
い
の
で
す（
表
２
）。

　

一
方
で
、
日
本
の
観
光
協
会
な
ど
と
話
を

す
る
と
、「
お
も
て
な
し
で
来
訪
頂
い
た
お
客

さ
ま
に
満
足
し
て
い
た
だ
く
た
め
」
や
「
こ

表●オーランドDMO とオーランド・オレンジ郡国際会議場保有会社の使命表明2

資料：（1）Visit Orlando https://www.visitorlando.com/about-us/　（2）OCCC: http://www.occc.net/pdf/Info_MissionStatement.pdf

ヴィジットオーランドの使命は、産業界のリーダーとして、地域社会の継続的な経済的恩恵のために、当地域を最高の観光・
会議・ビジネス訪問地として世界的にマーケティングする事である。
The mission of Visit Orlando, as the industry's leader, is to market the area globally as a premier leisure, convention and 
business destination for the continual economic benefit of the community.

The mission of the Orange County Convention Center is economic development. 
国際会議場の使命は経済開発。
By hosting regional, national and international conventions, meetings and trade shows, the Center infuses the 
local economy with new money and expanding business opportunities.
地域・国内・国際的な会議、会合、展示会を開催することで、会議場は新規資金を地域経済に導入し（地元企
業の）業務機会を拡大させる

の
地
域
の
良
さ
を
わ
か
っ
て
い
た
だ
く
た
め
」

に
や
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ

れ
は
「
手
段
」
で
あ
っ
て
「
目
的
」
で
は
な
い

の
で
す
。
現
在
の
一
般
財
源
を
緩
く
使
っ
て
い

る
経
営
環
境
下
で
は
、一
般
財
源
と
い
う
納

税
者
資
金
を
使
っ
て
、
そ
れ
に
対
す
る
結
果

を
厳
し
く
問
わ
れ
る
環
境
下
に
は
な
か
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
国
家
目
標
を
達
成

す
る
た
め
に
特
別
財
源
を
使
っ
て
こ
の
成
長

輸
出
産
業
を
更
に
伸
ば
す
た
め
に
は
、
組
織

全
体
で
共
用
出
来
る
「
使
命
」
を
明
記
し
早

期
に
徹
底
さ
れ
た
方
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

❹
米
国
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
使
命
に
あ
っ
て
、「
日
本
版

Ｄ
Ｍ
Ｏ
」に
議
論
不
足
の
重
要
な
業
務
内
容

　

世
界
の
観
光
都
市
の
一
部
、
特
に
欧
州

で
は
「
過
剰
観
光
」
の
問
題
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
居
住
人
口
比
50
倍
超
の

71
百
万
人
の
訪
問
客
を
受
け
入
れ
な
が
ら
、

オ
ー
ラ
ン
ド
に
は
過
剰
観
光
問
題
の
兆
し
は

現
時
点
で
あ
り
ま
せ
ん
。

　

観
光
産
業
育
成
・
運
営
資
金
を
一
般
財
源

（
居
住
者
の
税
負
担
）
に
求
め
な
い
（
つ
ま
り

外
貨
獲
得
の
輸
出
効
果
は
薄
い
が
居
住
者

の
関
心
事
で
あ
る
よ
う
な
予
算
項
目
、
例
え

ば
老
人
福
祉
改
善
、待
機
児
童
解
消
、学
校
・

図
書
館
・
公
園
拡
充
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
一
般

予
算
取
合
い
合
戦
に
な
る
の
を
回
避
）、
持
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Taxpayer Type Of Business Appraised Valuation

Percentage Of
Total Taxable

Appraised Value
Walt Disney Company Tourism $ 8.2 billion 8.18％
Universal Studios Tourism 2.1 billion 2.09
Marriott Resorts / Ritz Carlton Hospitality 1.6 billion 1.60
Hilton Resorts / Waldorf Astoria Hospitality 1.2 billion 1.20
Hyatt Resorts Hospitality 947 million 0.94
Orange Lake Country Club Hospitality 778 million 0.78
Duke Energy Electric Utility 736 million 0.73
Wyndham Resorts Hospitality 574 million 0.57
Westgate Resorts Hospitality 561 million 0.56
Vistana / SVO Vistana Village Hospitality 508 million 0.51
Total taxable assessed value of 10 largest taxpayers 17.20 billion 17.16
Total taxable assessed value of other taxpayers 83.05 billion 82.84
Total taxable assessed value of all taxpayers $ 100.25 billion 100.00％

Revenues ％ Uses (Expenditures) ％
Fund Balance $ 1,160,735,488 31.3％ General Government $ 239,051,303 6.5％
Ad Valorem Taxes $ 732,590,305 19.8％ Public Safety $ 627,397,335 16.9％
Other General Taxes $ 349,868,050 9.4％ Physical Environment $ 411,991,064 11.1％
Shared Revenues $ 232,410,200 6.3％ Transportation $ 249,203,931 6.7％
Transfers $ 479,240,476 12.9％ Economic Environment $ 285,417,138 7.7％
Service Charges $ 519,622,365 14.0％ Human Services $ 212,034,008 5.7％
Interest and Others $ 25,872,387 0.7％ Internal Services $ 193,688,856 5.2％
Permits and Fees $ 165,687,528 4.5％ Culture & Recreation $ 70,571,004 1.9％
Fines and Forfeits $ 6,515,358 0.2％ Debt Service $ 117,716,068 3.2％
Grants $ 60,697,761 1.6％ Reserves $ 816,890,416 22.1％
Other Sources $ 19,818,931 0.5％ Interfund Transfers $ 479,240,426 12.9％
5％ Statutory Deduction -$ 95,857,250 -2.6％
Bond/loan proceeds $ 46,000,000 1.2％
Total Revenues $ 3,703,201,599 100.0％ Total Expenditures $ 3,703,201,599 100.0％

Tourism Develop. Tax $ 239,000,000 6.5％

続
性
あ
る
資
金
源
確
保
（
地
方
特
別
税
の
目

的
税
化
）が
大
き
な
要
因
だ
と
思
い
ま
す
が
、

も
う
一
つ
重
要
な
要
素
は
、
米
国
内
の
Ｄ
Ｍ

Ｏ
の
業
務
内
容
に
「
地
域
住
民
に
対
し
観
光

産
業
の
重
要
性
を
継
続
的
に
啓
蒙
す
る
事
」

が
入
っ
て
い
る
事
で
す
。
こ
れ
は
選
挙
時
に

観
光
産
業
に
恩
恵
の
あ
る
法
案
に
対
す
る
賛

成
反
対
票
結
果
を
公
表
し
て
、
観
光
関
連
法

案
の
賛
成
率
上
位
者
の
み
を
公
式
に
投
票

推
奨
す
る
事
で
、
観
光
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産

業
の
政
治
力
を
長
年
確
保
し
て
き
た
現
地

ホ
テ
ル
協
会
と
Ｄ
Ｍ
Ｏ
、
現
地
政
府
が
事
あ

る
ご
と
に
地
域
経
済
に
対
し
て
産
業
と
し
て

の
観
光
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
セ
ク
タ
ー
を
啓
蒙

し
て
き
た
背
景
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
２
０
１
６
年
度
の
地
元
オ
レ

ン
ジ
郡
政
府
の
一
般
年
度
予
算
37
億
ド

ル
（
約
４
０
７
３
億
円
）
に
対
し
て
、
地

方
特
別
税
で
あ
る
観
光
客
開
発
税
収
は

２
億
３
９
０
０
万
ド
ル
（
約
２
６
３
億
円
）

と
、一
般
年
度
予
算
比
で
６
・
５
％
で
あ
っ
た

と
ウ
ェ
ブ
で
明
記
し
て
い
ま
す（
表
３
）。
地

方
特
別
税
扱
い
で
な
け
れ
ば
、
治
安
保
安
費

用
や
老
人
・
児
童
福
祉
や
貧
困
層
向
け
予

算
や
教
育
予
算
と
取
合
い
と
な
り
、
柔
軟
な

運
営
は
不
可
と
な
っ
た
で
し
ょ
う
が
、
域
外

か
ら
の
資
金
を
獲
得
し
、
地
域
経
済
を
牽
引

し
て
一
般
税
収
全
体
を
増
や
す
成
長
輸
出
産

表●2016年度フロリダ州オレンジ郡一般財源歳入・支出と観光客開発税の相対比情報公開例3

表●地元政府の情報開示例「2015年固定資産評価額域内上位10社と産業セクター一覧表」4

資料：フロリダ州オレンジ郡ウェブページ

資料：フロリダ州オレンジ郡ウェブページ

Orange County, Florida Principal Taxpayers Tax Roll Year 2015⑴

Orange County, Florida, USA Annual Budget Summary FY2016‐2017
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業
と
し
て
の
地
位
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
観

光
を
産
業
と
し
て
育
成
し
、
観
光
立
地
政
策

を
進
め
、
国
家
目
標
の
観
光
立
国
に
持
続
的

に
貢
献
す
る
に
は
、
こ
の
レ
ベ
ル
の
産
業
育

成
政
策
・
地
域
経
営
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を

「
居
住
者
・
一
般
財
源
の
負
担
無
し
に
」立
案
・

実
行
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

観
光
立
地
政
策
実
行
に
お
い
て
は
、
地
域

住
民
に
継
続
的
に
「
産
業
と
し
て
の
観
光
の

重
要
性
」を
伝
え
る
情
報
開
示
が
必
要
で
す
。

表
４
に
一
例
を
示
し
ま
す
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
「
大
口
固
定

資
産
納
税
者
の
お
か
げ
で
、
地
域
住
民
の
固

定
資
産
税
は
軽
減
さ
れ
て
い
ま
す
。
観
光
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
は
皆
様
に
雇
用
創
出
以

外
に
も
多
く
の
経
済
的
恩
恵
を
も
た
ら
し
て

い
ま
す
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。

❺
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス（
自
己
管
理
・
経
営
）と

人
材
問
題

　

ア
メ
リ
カ
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
、
基
本
的
に
組
織

と
し
て
人
材
や
人
事
の
独
立
性
を
保
っ
て
い

る
の
が
特
徴
で
、
地
方
自
治
体
と
の
人
材
交

流
は
あ
り
ま
せ
ん
。
オ
ー
ラ
ン
ド
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
一

般
名
称
はV

isit O
rlando

）
の
場
合
、
そ
れ

は
理
事
会
（
社
外
取
締
役
）
と
執
行
役
員
人

員
を
見
る
と
明
ら
か
で
す
。

「
理
事
会
」

　

上
席
メ
ン
バ
ー
は
５
名
（
現
時
点
で
は

会
長
と
次
期
会
長
が
同
席
な
た
め
６
名
）。

会
長
は
ホ
テ
ル
オ
ー
ナ
ー
会
社
、
次
期
会

長
は
英
国
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
経

営
会
社
の
オ
ー
ラ
ン
ド
代
表
、
他
は
テ
ー

マ
パ
ー
ク
社
長
、
ホ
テ
ル
社
長
、
ホ
テ
ル
会

社
常
務
、そ
し
て
執
行
役
員
側
の
社
長（
元

デ
ィ
ズ
ニ
ー
）。
理
事
は
12
名
お
り
、
全
員

地
元
の
ホ
テ
ル
や
テ
ー
マ
パ
ー
ク
、
商
業

モ
ー
ル
の
代
表
者
と
全
員
が
地
元
観
光
産

業
の
民
間
メ
ン
バ
ー
で
す
。

「
執
行
役
員
」

　

総
計
12
名
で
、
代
表
は
元
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ワ
ー
ル
ド
の
常
務
で
こ
の
１
名
の
み
が
理

事
会
兼
任
。
他
の
11
名
は
ホ
テ
ル
、
テ
ー

マ
パ
ー
ク
、Ｉ
Ｔ
企
業
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
系
会
社
、

公
認
会
計
士
会
社
出
身
者
。
つ
ま
り
理
事

会
に
も
執
行
役
員
に
も
地
元
政
府
出
身

者
は
一
人
も
い
ま
せ
ん
。

　

民
間
出
身
者
は
費
用
対
効
果
の
意
識

が
高
く
、
追
加
の
投
資
や
撤
退
の
判
断
を

迅
速
に
行
え
る
と
い
う
理
由
か
ら
で
す
。

撤
退
に
関
し
て
は
事
前
に
つ
く
っ
た
数
字

で
経
営
判
断
す
る
な
ど
、
民
間
企
業
と
変

わ
ら
な
い
感
覚
で
す
。例
え
ば
、あ
る
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
成
長
が
目
標
値
に
達
し
な
け
れ

ば
、
来
年
度
当
該
地
向
け
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
予
算
は
ゼ
ロ
に
す
る
と
い
っ
た
こ
と
を

し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
人
材
は
、
自
分
か

ら
相
手
の
ニ
ー
ズ
を
聞
い
て
解
決
案
を
提

供
で
き
る
な
ど
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
的
な

発
想
を
強
く
持
っ
て
出
世
し
て
き
た
テ
ー

マ
パ
ー
ク
や
ホ
テ
ル
の
出
身
者
が
多
い
の

で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
人
は
女
性
の
方
が

多
い
よ
う
で
す
。
例
え
ば
、
オ
ー
ラ
ン
ド

の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
執
行
役
員
性
別
内
訳
は
男
性

４
人
、
女
性
８
人
な
の
で
す
が
、
女
性
は

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ
や
マ
リ
オ
ッ
ト

ホ
テ
ル
な
ど
の
出
身
で
す
。
マ
リ
オ
ッ
ト

は
世
界
展
開
す
る
収
益
管
理
に
厳
し
い
ホ

テ
ル
会
社
で
す
か
ら
、
収
益
に
関
す
る
意

識
が
高
い
の
も
う
な
ず
け
ま
す
。

「
予
算
の
独
立
性
」

　

次
に
、
財
務
予
算
の
独
立
性
。
地
方
自

治
体
の
一
般
財
源
か
ら
は
一
切
お
金
が
出

ま
せ
ん
が
、
地
方
特
別
税
か
ら
来
る
予
算

が
収
入
の
３
分
の
２
。
残
り
の
３
分
の
１

を
Ｄ
Ｍ
Ｏ
自
身
が
稼
い
で
い
ま
す
。
オ
ー

ラ
ン
ド
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
年
間
予
算
詳
細
は
表

１
に
転
記
済
で
す
が
、
要
約
す
れ
ば
、
観

光
客
開
発
税
を
財
源
と
す
る
地
元
政
府

か
ら
の
年
間
請
負
契
約
で
59
百
万
ド
ル

（
約
65
億
円
）、
自
分
で
稼
い
で
い
る
額
が

21
百
万
ド
ル
（
約
23
億
円
）、
合
計
年
間
予

算
88
億
円
で
す
。

　

オ
ー
ラ
ン
ド
（
オ
レ
ン
ジ
郡
）
は
人
口

１
３
０
万
人
な
の
で
、
日
本
で
類
似
規
模
の

観
光
都
市
は
人
口
１
４
０
万
人
の
京
都
市

で
し
ょ
う
。
現
在
、
京
都
市
の
観
光
奨
励
組

織
が
年
間
予
算
３
億
円
強
（
参
考
：
京
都
府

は
１
億
円
強
）
と
お
聞
き
し
ま
し
た
が
（
京

都
大
学
観
光
Ｍ
Ｂ
Ａ
学
生
吉
田
知
香
さ
ん

談
）、
将
来
的
に
地
方
特
別
税
を
固
定
額
で

な
く
、
％
課
税
と
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
４
万

室
前
後
あ
る
宿
泊
施
設
へ
の
宿
泊
者
か
ら
の

税
収
で
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
現
在
の
数
倍
程
度
の
予
算

は
楽
に
確
保
で
き
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
観

光
産
業
育
成
に
よ
る
地
方
創
生
ス
キ
ー
ム
が

日
本
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
な
り
得
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

❻
Ｄ
Ｍ
Ｏ
人
材
育
成
投
資
と
社
会
人
継

続
教
育
の
重
要
性

　

２
０
１
７
年
、
内
閣
府
主
催
第
１
回
Ｄ
Ｍ

Ｏ
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
お
話
し
さ
せ
て
頂
い

た
範
囲
で
の
所
見
で
す
が
、
旅
行
会
社
本
流

主
流
の
日
本
人
向
け
セ
ー
ル
ス
（
観
光
立
国

宣
言
以
前
は
日
本
国
内
観
光
消
費
総
額
の

95
％
程
度
は
日
本
人
国
内
消
費
だ
っ
た
と
い

う
歴
史
的
経
緯
あ
り
）
で
キ
ャ
リ
ア
を
成
し

て
き
た
方
々
や
、
元
地
方
自
治
体
の
方
々
は

日
本
人
向
け
団
体
セ
ー
ル
ス
の
成
功
体
験
を

お
持
ち
な
の
で
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
個
人
旅
行
客
）
が

180702_特集5.indd   41 2018/07/02   11:56
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かの大学で集中講義を行っている。観光学の分野では大規模公開オ
ンライン講座（MOOC）の先駆者でもある。米フロリダ州在住。

５
０
０
倍
）
で
人
材
確
保
し
、
日
本
語
が
出

来
な
い
世
界
の
圧
倒
的
多
数
（
98
・
３
％
）

の
人
々
に
英
語
中
心
に
来
日
経
験
を
奨
励

す
る
と
い
う
Ｄ
Ｍ
Ｏ
経
営
が
必
須
に
な
り
ま

す
。日
本
で
日
本
人
向
け
に
世
界
人
口
の
１
・

７
％
し
か
理
解
出
来
な
い
日
本
語
で
セ
ー
ル

ス
し
て
き
た
経
験
則
の
延
長
線
上
に
は
成
功

モ
デ
ル
が
無
く
、
上
記
３
つ
の
分
野
の
知
識

ス
キ
ル
に
加
え
て
、
異
文
化
出
身
者
を
英
語

で
業
務
指
示
し
て
人
事
管
理
す
る
、
異
文
化

経
営
の
手
腕
が
必
須
に
な
る
業
務
分
野
で

す
。
世
界
の
多
く
の
国
家
で
は
観
光
客
受
入

増
大
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
に
な
り
そ
う
な
問
題

で
あ
る
、
空
港
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
に
つ
い
て

は
、
日
本
は
先
見
の
明
が
あ
る
先
人
達
が
主

に
高
度
成
長
時
代
に
作
っ
た
空
港
が
既
に
都

道
府
県
数
の
倍
程
度
の
97
か
所
あ
り
、
い
わ

ば
日
本
中
に
観
光
輸
出
工
場
が
存
在
し
、
容

量
満
杯
の
数
か
所
の
空
港
以
外
は
、
余
力
が

あ
る
と
い
う
幸
運
な
状
況
に
あ
る
の
が
日
本

で
す
。

　

Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
日
本
中
で
上
手
く
機
能
す
る
な

ら
ば
、
観
光
立
国
数
値
目
標
は
ク
リ
ア
で
き

ま
す
。
組
織
的
な
中
間
管
理
職
人
材
育
成
投

資
が
そ
の
鍵
を
握
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
後

は
女
性
、
高
齢
者
、
外
国
出
身
者
と
い
う
多

様
性
の
あ
る
人
材
群
の
中
で
継
続
教
育
・
社

会
人
教
育
に
よ
り
世
界
と
勝
負
出
来
る
Ｄ
Ｍ

滞
在
且
つ
観
光
消
費
額
が
高
め
の
欧
州
観
光

客
が
大
挙
地
方
都
市
に
押
し
寄
せ
る
幸
運
な

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
、
翌
２
０
２
０
年
に
は
世
界
か
ら
観
光
客

を
誘
引
す
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う

好
機
が
続
き
ま
す
が
、
そ
の
後
８
兆
円
か
ら

15
兆
円
、
更
に
20
兆
円
と
い
う
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
年
間
観
光
消
費
額
を
実
現
す
る
に
は
、
内

閣
府
か
ら
の
初
期
資
金
が
途
切
れ
た
後
、
Ｄ

Ｍ
Ｏ
が
地
域
内
で
安
定
し
た
観
光
地
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
モ
デ
ル
を
計
画
実
行
し
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
客
を
地
方
に
組
織
的
に
誘
導
す
る
、

財
政
的
に
持
続
可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

好
意
的
に
言
え
ば
、「
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
は

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
手
法
と
い
う
３
つ
の
重
要
な
部
分

に
世
界
の
最
良
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
導
入

す
る
た
め
に
、
敢
え
て
議
論
が
抜
け
て
い
た

と
楽
観
的
に
考
え
る
事
も
出
来
ま
す
。
タ
ー

ゲ
ッ
ト
諸
国
の
消
費
者
に
響
く
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
を
行
う
た
め
に
、
そ
の
国
出
身
者
を
採

用
し
主
担
当
と
す
る
と
い
う
こ
と
を
Ｄ
Ｍ
Ｏ

で
は
行
い
ま
す
。
そ
れ
を
日
本
で
行
う
際
に

は
、
世
界
で
の
学
習
者
数
が
３
百
万
人
の
日

本
語
学
習
者
は
す
ぐ
に
市
場
供
給
が
枯
渇

す
る
た
め
、
世
界
で
母
国
語
５
億
人
、
学
習

者
15
億
人
い
る
英
語
市
場
（
日
本
語
市
場
の

中
心
の
、
英
語
必
須
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
業
務
と
統
計
解
析
に
よ
る

訪
問
者
デ
ー
タ
分
析
の
戦
略
策
定
、
定
量
的

目
標
に
よ
る
経
営
管
理
と
い
う
Ｄ
Ｍ
Ｏ
本
来

の
輸
出
産
業
効
果
に
よ
る
地
方
創
生
と
い
っ

た
観
光
立
国
・
立
地
を
実
現
す
る
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
に
転
換
す
る
に
は
、
社
会
人
向
け
継

続
教
育
に
よ
る
組
織
的
な
人
材
育
成
投
資
が

日
本
中
で
必
要
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

製
造
業
主
体
の
輸
出
産
業
群
で
輸
出
代

金
を
稼
ぐ
国
家
運
営
モ
デ
ル
は
20
世
紀
後

半
に
日
本
に
大
き
な
恩
恵
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
21
世
紀
に
入
り
、
そ
の
相
対
的
国

際
競
争
力
低
下
進
行
を
予
見
し
た
上
で
の

２
０
０
３
年
小
泉
首
相
の
観
光
立
国
宣
言
、

そ
の
５
年
後
の
２
０
０
８
年
観
光
庁
設
立
か

ら
10
年
が
経
過
し
、
次
の
有
望
な
輸
出
産
業

が
出
現
す
る
ま
で
、
少
な
く
と
も
数
十
年
の

中
継
ぎ
リ
リ
ー
フ
産
業
と
し
て
日
本
経
済
を

牽
引
し
ト
ッ
プ
外
貨
獲
得
産
業
と
し
て
観
光

を
成
長
さ
せ
る
と
い
う
、一
見
過
大
に
も
見

え
た
期
待
に
応
え
ら
れ
そ
う
な
潜
在
性
が
顕

在
化
し
て
き
た
の
が
２
０
１
８
年
で
す
。
来

年
に
は
現
在
の
日
本
が
不
得
手
と
す
る
長
期

最
後
に

6.

Ｏ
経
営
専
門
知
識
を
習
得
し
た
人
達
の
存
在

感
が
高
ま
り
、
21
世
紀
中
盤
に
向
か
っ
て
外

貨
獲
得
の
最
前
線
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と

る
多
様
性
あ
る
人
材
が
育
成
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

（
は
ら　

た
だ
ゆ
き
）

︵
注
）	Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
：M

eetin
g

（
会
議
・
研
修
・
セ
ミ
ナ
ー
）、

Incentive tou
r

（
報
奨
・
招
待
旅
行
）、Con

vention 

ま
た
はC

on
ference

（
大
会
・
学
会
・
国
際
会
議
）、

E
xh

ibition

（
展
示
会
）
の
頭
文
字
を
取
っ
た
造
語
（
出

典
：
Ｊ
Ｔ
Ｂ
総
合
研
究
所　

観
光
用
語
集
）
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